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出
席
者
（
敬
称
略
）

　

林
（
直
）・
平
上
（
一
）・
問
田

　

髙
階
・
原
田
・
梅
川
・
尾
﨑

　

西
中
・
羽
原
・
藤
村
・
西
本

�　

光
吉
・
中
野
（
智
）・
池
上

　

松
岡
・
中
野
（
榮
）・
落
合

　

則
武
・
金
光
・
豊
田
・
川
口

　

松
本
・
嘉
数
・
平
川
・
亀
山

　

杉
本
・
繁
森
・
青
山
・
吉
田

【
合
同
会
議
】

　
　
　
　

十
時
～
十
一
時
三
十
分

◎
支
部
長
年
頭
の
あ
い
さ
つ

◎�

平
上
一
孝
本
部
副
理
事
長
あ
い

さ
つ

◎
林
直
也
本
部
顧
問
あ
い
さ
つ

◎�

問
田
基
義
本
部
参
与
あ
い
さ
つ

【
常
任
委
員
会
・
地
区
長
連
絡
会
】

�

十
一
時
三
十
分
～
十
六
時

①
地
区
名
称
の
変
更
に
つ
い
て

　

美
作
地
区
よ
り
要
望
あ
り
、

　
「
津
山
地
区
」
に
変
更
し
た
い
。

　
　
（�

平
成
二
十
八
年
七
月
よ
り

変
更
）

②
検
定
受
験
票
の
変
更
に
つ
い
て

�

（
検
定
部
）

③�

珠
算
会
館
使
用
料
の
変
更
に
つ

い
て

・�

昨
年
七
月
よ
り
実
施
し
て
い

る
。

④�

平
成
二
十
八
年
度
執
行
部
・
地

区
予
算
書
に
つ
い
て

�

（
会
計
担
当
）

平
成
二
十
八
年
一
月
十
日
（
日
）

十
時
～
十
六
時

於
　
岡
山
県
珠
算
会
館

　

ご
不
幸
に
つ
い
て
、
支
部
参
与

髙
階　

健
殿
が
三
月
二
十
五
日
に

日
赤
岡
山
病
院
に
於
い
て
、
お
亡

く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

身
体
の
不
調
に
よ
り
、
同
病
院

に
入
院
さ
れ
た
こ
と
の
連
絡
が
あ

り
、
二
十
日
に
総
務
関
係
と
平
上

副
理
事
長
で
お
見
舞
い
に
お
伺
い

し
た
折
は
、
元
気
と
は
云
え
な
い

状
態
で
し
た
が
、
又
す
ぐ
に
元
気

に
な
ら
れ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
し

た
と
こ
ろ
、
三
月
二
十
五
日
に
お

亡
く
な
り
に
な
っ
た
連
絡
が
入
り

会
員
一
同
残
念
で
し
た
。

　

三
月
二
十
八
日
セ
レ
マ
ホ
ー
ル

で
葬
儀
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
心

か
ら
御
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

支
部
の
現
況
に
つ
い
て
は
、
地

区
の
役
員
、
支
部
の
役
員
の
方
々

の
ご
努
力
の
お
か
げ
で
、
大
体
計

画
ど
お
り
推
移
し
て
い
る
こ
と
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

三
月
六
日
に
は
、
総
会
に
向
け

て
事
業
計
画
、
予
算
案
の
素
案
を

常
任
委
員
会
に
提
出
、
夜
遅
く
ま

で
種
々
検
討
し
て
原
案
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

三
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
名

古
屋
市
に
お
い
て
、
臨
時
社
員
総

会
が
開
催
さ
れ
、
三
月
二
十
七
日

引
続
き
同
じ
場
所
で
、
第
六
十
二

回
全
国
珠
算
研
究
集
会
が
開
か

れ
、
午
前
の
講
演
は
、
講
師
谷
本

歩
実
さ
ん
（
女
子
柔
道
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
）
に
よ
る

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
ル
の
計

算
方
法
」（
目
に
見
え
な
い
力
を

計
算
す
る
。）

　

午
後
の
部
は
、
実
践
発
表
（
利

き
手
の
違
う
三
姉
妹
の
珠
算
指

導
）
発
表
者
愛
知
県
松
本
浩
子
先

生
。
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
さ
ん
す
う
検

定
検
討
委
員
会
に
よ
る
提
案
へ

（
算
数
チ
ャ
レ
ン
ジ
検
定
の
魅
力

を
探
る
）
以
上
の
三
件
の
講
演
等

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
集
会
に
は

岡
山
県
か
ら
十
六
名
の
参
加
で
し

た
。

　

支
部
の
年
間
の
計
画
に
追
わ
れ

十
分
な
こ
と
が
で
き
ず
申
し
訳
な

く
思
っ
て
い
ま
す
が
、
当
面
は
競

技
会
と
総
会
、
講
演
会
に
向
け
て

色
々
と
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
問
田

隆
大
君
と
廣
石
高
幸
君
の
両
名
の

方
が
結
婚
さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら

御
祝
い
を
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
今
後
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

私
も
二
年
目
に
な
り
ま
す
。
今
後

も
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

�

支
部
へ
一
月
二
十
九
日
必
着
の

旨
依
頼

⑤�

各
執
行
部
か
ら
連
絡
及
び
検
討

に
つ
い
て

○
研
修
部

・
指
導
者
講
習
会
実
施

�　
　

�

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
八

日
（
日
）
十
三
時
～
十
五
時

三
十
分　

・�

地
区
長
会
か
ら
講
習
会
を
増
や

し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
。

　
　

対
応
す
る
よ
う
考
え
る
。

○
検
定
部

・�

第
三
七
一
回
検
定
施
行
分
の
審

査
会
を
す
る
。

○
競
技
部

・�
各
大
会
の
参
加
人
数
の
報
告
が

あ
っ
た
。

・�

平
成
二
十
八
年
度
岡
山
県
珠
算

競
技
大
会
兼
中
国
五
県
珠
算
選

手
権
大
会
予
選
。

　
　

四
月
二
十
四
日
（
日
）

　
　

�

岡
山
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

支
部
長
　
梅
川
　
博
之

支
部
の
現
況
等
に
つ
い
て

顧
問
・
参
与
会
・
常
任
委
員
会
・

地
区
長
連
絡
会
開
催

　
平
成
二
十
八
年
三
月
六
日（
日
）

　
　
　
　
　

十
時
～
十
九
時

�

於　

岡
山
県
珠
算
会
館

出
席
者
（
敬
称
略
）

　

梅
川
・
尾
﨑
・
西
中
・
羽
原

　

藤
村
・
西
本
・
光
吉
・
中
野（
智
）

　

池
上
・
松
岡

　

監
査　

中
野
（
榮
）・
落
合

◎
支
部
長
あ
い
さ
つ

〔
議
題
〕

①�

平
成
二
十
八
年
度
執
行
部
収
支

予
算
書
に
つ
い
て
検
討

・�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
す

る
こ
と
に
つ
い
て

②�

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
書

に
つ
い
て
検
討

�

①
②
と
も
承
認

③
新
入
会
員
の
承
認
に
つ
い
て

�

（
敬
称
略
）

　

杉
本　

匡
（
新
見
）
三
号
会
員

�

承
認

④
人
材
育
成
講
習
会
に
つ
い
て

・�

平
成
二
十
八
年
度
参
加
希
望
者

は
、
支
部
へ
申
し
込
む
よ
う
伝

達
。

⑤
各
執
行
部
か
ら
の
連
絡
事
項

○
研
修
部

・�

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
八
日

（
日
）
総
会
後
、
本
部
指
導
者

講
習
会
開
催
。

�

（
十
三
時
～
十
六
時
）

　

講
師　

伊
藤
博
子
先
生

�

（
広
島
県
支
部
）

　

演
題

　

�　

�「
段
位
・
一
～
三
級
の
応
用

計
算
の
指
導
方
法
」

・�

平
成
二
十
九
年
二
月
十
九
日

（
日
）
臨
時
総
会
後
、
講
習
会

開
催
。

　

講
師　

岸
本
ひ
と
み
先
生

　

�　

�

兵
庫
県
稲
美
町
小
学
校
勤
務
。

　

演
題

　
　
「�

イ
マ
ド
キ
の
子
育
て
事
情

子
ど
も
の
学
力
を
伸
ば
す

に
は
課
題
の
あ
る
子
へ
の

指
導
」

○
検
定
部

・�

段
位
・
暗
算
級
位
検
定
試
験
申

込
書
の
作
成
に
つ
い
て

�

承
認

・�

来
期
よ
り
、
申
込
用
紙
と
成
績

記
入
表
は
地
区
で
管
理
。

○
競
技
部

①
県
下
通
信
暗
算
競
技
大
会
の
件

・
入
賞
者
の
割
合
。

・�

成
績
表
は
参
加
さ
れ
た
先
生
方

に
送
付
し
た
ら
よ
い
の
で
は
。

　
　

以
上
二
件
は
競
技
部
で
検
討

②�

中
国
五
県
珠
算
選
手
権
大
会
岡

山
県
代
表
選
手
の
参
加
人
数
を

変
更
。

　
　

小
学
校
の
部

�

十
二
名
→
十
四
名

　
　

高
校
・
一
般
の
部

�

八
名
→
六
名　
　

�

地
連
に
連
絡
済

○
学
対
部

　

�「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
」
の
書

類
に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て

地
区
長
が
提
出
。

�

（
全
珠
連
会
員
の
み
）

⑥�

次
期
常
任
委
員
・
監
査
委
員
選

出
に
つ
い
て

・
七
月
の
会
議
で
決
定
す
る
。

・
選
挙
管
理
委
員
（
二
名
）

常
任
委
員
会

　
　

問
田
基
義
本
部
参
与

　
　

髙
階　

健
支
部
参
与

・
推
薦
委
員
（
三
名
敬
称
略
）

　
　

尾
﨑
祈
生
子

　
　

中
野　

智
恵

　
　

繁
森
壽
賀
子

�

以
上
承
認

⑦
そ
の
他
の
質
問
事
項
に
つ
い
て

　

・�

新
入
会
員
の
た
め
の
ブ
ロ
ッ

ク
別
に
お
い
て
の
講
習
会
に

単
位
が
つ
く
か
。

　

・�

講
習
会
と
認
め
る
の
か
ど
う

か
。

　

・�

参
加
者
最
低
人
数
を
本
部
に

確
認
し
て
ほ
し
い
。

　

・�

算
数
検
定
の
講
習
会
を
考
え

て
頂
き
た
い
。

　

・
優
良
生
徒
表
彰
に
つ
い
て

　
　
　

�

具
体
的
な
基
準
を
決
め
て

ほ
し
い
。

　

・
支
部
役
員
の
交
通
費
の
件

�

以
上

　
　
　

今
後
考
え
て
返
答
す
る
。

弔
辞

　

髙
階
先
生
、
先
生
と
こ
ん
な
に

早
く
別
れ
が
来
る
と
は
…

　

先
日
、
十
九
日
に
尾
﨑
先
生
か

ら
入
院
の
知
ら
せ
、
そ
れ
も
か
な

り
重
い
状
態
と
の
こ
と
を
耳
に

し
、
信
じ
が
た
い
想
い
で
、
翌
日
、

二
十
日
早
朝
奥
様
に
お
電
話
で
、

先
生
の
様
子
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
、
急
遽
、
尾
﨑
先
生
と
連
絡
を

取
り
合
い
、
検
定
試
験
業
務
終
了

後
、
数
人
で
お
見
舞
い
に
駆
け
付

け
ま
し
た
。
先
生
は
、
懸
命
に
病

気
と
戦
わ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た

ね
。
何
と
か
、
少
し
で
も
回
復
さ

れ
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
し
た
矢

先
に
、
先
日
、
名
古
屋
で
の
一
連

会
議
の
初
日
二
十
五
日
に
訃
報
を

耳
に
し
、
只
々
、
愕
然
と
し
て
残

念
で
な
り
ま
せ
ん
。
先
生
と
の
初

め
て
の
出
会
い
か
ら
五
十
一
年
に

な
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
間
、

数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
思
い
出
の

中
、
い
く
つ
か
挙
げ
れ
ば
私
の
競

技
部
長
に
就
任
し
た
時
の
予
算
会

議
で
、
副
支
部
長
で
あ
る
先
生
と

の
激
論
を
交
わ
し
た
う
え
、
納
得

い
た
だ
い
た
事
、
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
上
、
会
館
建
設
の
委
員

長
と
し
て
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た

事
、
会
議
を
進
め
る
う
え
で
、
て

き
ぱ
き
と
議
事
を
進
め
ら
れ
て
い

た
こ
と
、
私
の
支
部
長
就
任
に
あ

た
り
、
躊
躇
し
て
い
た
私
を
、
強

烈
に
背
中
を
押
し
て
い
た
だ
い
た

事
、
あ
ら
ゆ
る
仕
事
で
、
先
生
は

絶
え
ず
連
盟
、
支
部
の
運
営
に
真

摯
に
向
き
合
い
、
冷
静
な
判
断
の

元
、
精
力
的
に
事
に
あ
た
っ
て
頂

い
た
こ
と
を
、
会
員
の
多
く
は
肌

で
感
じ
、
黙
々
と
仕
事
を
さ
れ
て

い
た
様
子
が
、
走
馬
灯
の
よ
う
に

浮
か
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

先
生
の
そ
う
し
た
会
員
と
し

て
、
ま
た
支
部
の
役
員
と
し
て
、

歩
ま
れ
た
お
姿
を
、
私
た
ち
会
員

は
、
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
思
い
出
は
、
尽
き
る
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
先
生
と
カ

ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
だ
の
は
、
今
年

の
一
月
十
日
支
部
互
礼
会
の
後

が
、
最
後
と
な
り
ま
し
た
ね
。
あ

の
日
も
、
来
賓
の
岡
山
市
議
会
議

長
の
宮
武
さ
ん
に
対
す
る
お
気
遣

い
も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。今
は
、

只
々
感
謝
、
感
謝
の
み
で
す
。

　

髙
階
先
生
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
先
生
の
そ
ろ

ば
ん
を
愛
し
た
心
を
、心
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
諸
活
動

に
ま
い
進
す
る
こ
と
を
お
約
束
い

た
し
ま
す
。
ど
う
か
安
ら
か
に
お

休
み
く
だ
さ
い
。
髙
階
先
生
、
さ

よ
う
な
ら
。
さ
よ
う
な
ら
。

　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
八
日

　
　

公
益
社
団
法
人

　
　

全
国
珠
算
教
育
連
盟

�

副
理
事
長　

平
上　

一
孝

岡
山
県
支
部
参
与

　
　
　
髙
階
　
健
先
生

�

ご
逝
去
さ
れ
る
。

に
決
定
。

○
広
報
部

・�

三
月
に
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

更
新
す
る
。

・�

地
区
長
会
か
ら
の
要
望

　

�

ち
び
っ
子
そ
ろ
ば
ん
大
会
そ
の

他
の
事
業
の
写
真
を
、
会
員
に

公
表
し
て
ほ
し
い
。

　
　

�

支
部
に
掲
示
、
写
真
希
望
者

に
は
Ｃ
Ｄ
を
貸
し
出
す
。

○
学
対
部

・�
九
月
中
旬
、県
下
の
小
学
校
へ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
授
業
の
要
請
書

を
発
送
し
（
三
一
一
校
）
四
十

八
校
要
請
が
あ
っ
た
。

　
（
全
珠
連
関
係
分
）

⑥�

次
期
役
員
選
出
方
法
に
つ
い
て

・
七
月
の
合
同
会
議
で
決
定
。

【
本
部
理
事
会
よ
り
】

①
単
位
認
定
規
則
の
改
正

　
（�

平
成
二
十
七
年
十
二
月
六
日

よ
り
）

・�

学
校
に
出
向
い
て
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
授
業

　
　

主
た
る
講
師

　
　
　

一
時
限
に
つ
き
一
単
位

　
　

従
た
る
講
師

　
　
　

一
時
限
に
つ
き
〇
・
五
単
位

�

（
二
名
ま
で
）

②
受
験
者
特
別
増
加
対
策

　

�

本
部
か
ら
地
区
に
臨
時
交
付
金

と
し
て

・�

平
成
二
十
八
年
一
月
～
六
月
の

合
計
受
験
料
額
×
二
％

・�

平
成
二
十
八
年
七
月
～
十
二
月

の
合
計
受
験
料
額
×
二
％

●通常総会開催のお知らせ●
１．日時　平成28年８月28日（日）10時～12時
２．場所　岡山県珠算会館
３．議題　①�平成27年度事業報告並びに決算の承認

を求める件
　　　　　②�平成28年度事業計画並びに予算の承認

を求める件
　　★欠席の場合は必ず委任状を提出ください。

日時　平成２8年８月28日（日）　13時～16時
場所　岡山県珠算会館
講師　伊藤　博子先生（広島県支部）
演題　「段位・１～３級の応用計算の指導方法」

（詳細は後日送付）

指導者講習会　案内 平成28年度
会費納入のお願い

　諸会費を６月１日㈬までに地区会計又は支部事務
所へ納めてください。
� （期日厳守）

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰



（ 2 ）　　第１７１号� ２０１６年（平成２８年）５月１５日珠 算 お か や ま

熱戦が繰り広げられる

金メダリスト
谷本歩実さん

TOIDAパッソロスクール
中２　伊藤聡志君

日
本
三
名
城
の
一
つ
。
名
古
屋
城

第
三
七
一
回
・
第
三
七
二
回
準
参
段
以
上
検
定
昇
段
者

合
格
お
め
で
と
う
‼

第
三
七
一
回
（
珠
算
）

　

五
段　

藤
原
彩
友
美
（
吉
備
）

　
　
　
　

伊
藤　

嵩
志
（
吉
備
）

　

四
段　

安
信　

康
心
（
吉
備
）

　
　
　
　

阿
部　
　

恵
（
吉
備
）

準
四
段　

岡
下　

愛
奈
（
賀
陽
）

　
　
　
　

津
髙　

史
弥
（
吉
備
）

　

参
段　

久
富　
　

桜
（
岡
山
）

　
　
　
　

重
成　

太
陽
（
岡
山
）

　
　
　
　

横
田　

烈
士
（
岡
山
）

　
　
　
　

宮
﨑　

海
慎
（
岡
山
）

　
　
　
　

竹
林　

蒼
空
（
備
南
）

　
　
　
　

中
尾　

香
音
（
岡
山
）

準
参
段　

森　

菜
々
美
（
高
梁
）

　
　
　
　

森
藤　

貴
子
（
岡
山
）

　
　
　
　

大
室　

結
菜
（
賀
陽
）

　
　
　
　

河
村　

菜
緒
（
美
咲
）

　
　
　
　

奥
村　
　

響
（
美
咲
）

　
　
　
　

山
下　

智
也
（
岡
山
）

第
三
七
一
回
（
暗
算
）

　

八
段　

藤
井　

宏
夢
（
吉
備
）

　

七
段　

橋
目　

咲
季
（
東
備
）

　

六
段　

山
田　

眞
子
（
美
咲
）

　

五
段　

岡
田　
　

貫
（
岡
山
）

　

四
段　

阿
部　
　

恵
（
吉
備
）

　
　
　
　

栗
栖　

冬
翔
（
高
梁
）

準
四
段　

河
原　

裕
哉
（
岡
山
）

　
　
　
　

長
瀬　

晴
南
（
東
備
）

　

参
段　

小
林　

篤
史
（
高
梁
）

準
参
段　

植
田　

悠
幹
（
備
南
）

　
　
　
　

前
田　

真
緒
（
高
梁
）

第
三
七
二
回
（
珠
算
）

　

五
段　

原　
　

成
美
（
岡
山
）

　

四
段　

山
上
日
菜
子
（
岡
山
）

　
　
　
　

寺
元　

智
政
（
岡
山
）

準
四
段　

大
室　

結
菜
（
賀
陽
）

　

参
段　

河
村　

菜
緒
（
美
咲
）

　
　
　
　

池
田　

慎
平
（
岡
山
）

　
　
　
　

大
西　

未
来
（
岡
山
）

　
　
　
　

田
中　

愛
結
（
岡
山
）

準
参
段　

河
原　

裕
哉
（
岡
山
）

　
　
　
　

赤
木　

優
子
（
高
梁
）

第
三
七
二
回
（
暗
算
）

　

九
段　

橋
目　

菜
央
（
東
備
）

　

六
段　

柏
井　

駿
介
（
岡
山
）

　
　
　
　

富
田　

七
海
（
備
南
）

　

五
段　

磯
山　

光
希
（
備
南
）

　
　
　
　

竹
林　

蒼
空
（
備
南
）

　

四
段　

重
成　

太
陽
（
岡
山
）

　
　
　
　

植
田　
　

海
（
美
作
）

準
四
段　

山
下　

智
也
（
岡
山
）

　
　
　
　

沖
永　

紘
悠
（
美
咲
）

　
　
　
　

藤
原　

愛
莉
（
邑
久
）

　
　
　
　

小
林　

篤
史
（
高
梁
）

　

参
段　

森　

菜
々
美
（
高
梁
）

　
　
　
　

上
原　
　

蓮
（
井
原
）

準
参
段　

三
垣　

陽
菜
（
岡
山
）

　
　
　
　

奥
村　
　

響
（
美
咲
）

　
　
　
　

茨
木　

彩
心
（
岡
山
）

　

県
珠
算
選
手
権
大
会
は
熱
戦
の

中
、
無
事
終
了
。
八
月
に
開
催
さ
れ

る
中
国
五
県
大
会
の
出
場
選
手
も
決

ま
る
。
各
選
手
の
尚
一
層
の
活
躍
を

祈
り
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
授
業
を
始
め
て
十

三
年
目
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛
威

を
奮
う
中
で
尽
力
さ
れ
た
先
生
方
ご

苦
労
様
で
し
た
。

　

熊
本
地
震
に
よ
る
余
震
が
続
く
被

災
地
。
厳
し
い
避
難
生
活
。
一
刻
も

早
い
復
旧
、
復
興
を
願
う
ば
か
り
で

す
。

�

（
Ｅ
・
Ｍ
）

編
集
後
記

　

吉
備
地
区　

廣
石　

高
幸

�

（
平
成
二
十
七
年
十
一
月
）

お

く

や

み

　

岡
山
県
支
部
参
与

　

岡
山
地
区　

　
　
　

髙
階　
　

健
（
本
人
）

�

（
平
成
二
十
八
年
三
月
）

結
婚
お
祝
い

　

中
国
五
県
珠
算
選
手
権
大
会
予

選
を
兼
ね
た
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。

　

こ
の
熱
戦
は
午
前
十
時
三
十
分

か
ら
午
後
三
時
頃
ま
で
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。

　
成
績
は
次
の
通
り

●
団
体
総
合
競
技

　
小
学
校
の
部

　
　

優
勝　

若
潮
ス
ク
ー
ル

　
　

二
位　

則
武
珠
算
研
究
所

　
中
学
校
の
部

　
　

優
勝　

岡
本
珠
算
塾

　
　

二
位　

若
潮
ス
ク
ー
ル

　
高
校
・
一
般
の
部

　
　

優
勝　

若
潮
ス
ク
ー
ル

●
個
人
総
合
競
技

　
小
学
校
の
部

　
　

優
勝　

藤
井　

宏
夢

　
　

二
位　

阿
部　
　

恵

　
　
　
　
　

柏
井　

駿
介

　
　
　
　
　

小
林　

花
菜

　
中
学
校
の
部
　

　
　

優
勝　

太
田　

涼
聖

　
　

二
位　

伊
藤　

聡
志

　
　
　
　
　

小
椋
万
梨
乃

●
高
校
・
一
般
の
部

　
　

優
勝　

廣
石　

佳
穂

　
　

二
位　

清
水　

咲
蘭

●
種
目
別
読
上
算
競
技

　
小
学
校
の
部

　
　

優
勝　

阿
部　
　

恵

　
　

二
位　

小
林　

花
菜

　
　
　
　
　

藤
井　

宏
夢

　
中
学
校
の
部

　
　

優
勝　

伊
藤　

嵩
志

　
　

二
位　

上
野　

理
空

　
　
　
　
　

甲
元　

里
菜　

　
高
校
・
一
般
の
部

　
　

優
勝　

廣
石　

佳
穂

　
　

二
位　

清
水　

咲
蘭

●
種
目
別
読
上
暗
算
競
技

　
小
学
校
の
部

　
　

優
勝　

平
田　

翔
真　

　
　

二
位　

藤
井　

宏
夢

　
　
　
　
　

長
尾　

健
汰

　
中
学
校
の
部

　
　

優
勝　

竹
内　

大
生　

　
　

二
位　

太
田　

涼
聖

　
　
　
　
　

伊
藤　

聡
志

　
高
校
・
一
般
の
部

　
　

優
勝　

廣
石　

佳
穂　

　
　

二
位　

中
野　

智
矢　

●
教
場
対
抗
競
技

　
　

優
勝　

則
武
珠
算
研
究
所

　
　

二
位　

光
速
算
ク
ラ
ブ

◆
中
国
五
県
珠
算
選
手
権
大
会

�

開
催
日　

平
成
28
年
８
月
21
日

�

於　

山
口
県

　
代
表
選
考

〈
小
学
校
の
部
〉

　

藤
井　

宏
夢　
　

阿
部　
　

恵

　

柏
井　

駿
介　
　

小
林　

花
菜

　

寺
元　

智
政　
　

田
中　

愛
結

　

藤
元　

羽
子　
　

池
田　

慎
平

　

三
宅　

那
実　
　

津
髙　

史
弥

　

中
尾　

香
音　
　

山
下　

智
也

　

河
内　

琳
香　
　

𠮷
田　

和
奏

〈
中
学
校
の
部
〉

　

太
田　

涼
聖　
　

伊
藤　

聡
志

　

小
椋
万
梨
乃　
　

橋
目　

菜
央

　

橋
目　

咲
季　
　

伊
藤　

嵩
志

　

利
守　

里
香　
　

大
井
な
つ
み

　

竹
内　

大
生

〈
高
校
・
一
般
の
部
〉

　

廣
石　

佳
穂　
　

清
水　

咲
蘭

　

田
本
悠
紀
野　
　

森
藤　
　

慎

　

右
手　

彩
花　
　

中
野　

智
矢

平
成
二
十
八
年
度

岡
山
県
珠
算
競
技
大
会

兼
中
国
五
県
珠
算
選
手
権
大
会
予
選

於　

岡
山
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

平
成
28
年
４
月
24
日 

㈰

　

今
回
の
人
材
育
成
講
習
会
は
、

国
立
京
都
国
際
会
館
で
平
成
二
十

七
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
二
十

七
日
の
三
日
間
の
日
程
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
か
ら
四
十
一
名
の
参

加
で
、
寝
食
を
共
に
し
て
「
全
珠

連
史
」・「
珠
算
史
」「
Ｉ
Ｔ
活
用
法
」

な
ど
を
第
一
講
座
か
ら
第
八
講
座

に
渡
り
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

　

中
で
も
特
に
印
象
に
残
っ
た
講

座
が
「
特
別
支
援
教
育
の
考
え
方

を
生
か
し
た
効
果
的
な
指
導
と

は
？
」
で
し
た
。
講
師
は
東
京
都

狛
江
市
立
緑
野
小
学
校
長
の
大
場

一
輝
氏
で
、
前
回
の
岡
山
県
支
部

講
習
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

た
内
容
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
支

部
講
習
会
が
予
備
知
識
と
な
り
、

非
常
に
興
味
深
く
受
講
す
る
こ
と

が
で
き
、
こ
れ
か
ら
の
生
徒
指
導

に
生
か
せ
る
と
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、「
数
の
多
様
性
と
そ
ろ

ば
ん
の
多
様
性
」
の
講
座
も
興
味

深
く
感
じ
ま
し
た
。
講
師
は
全
珠

連
学
術
顧
問
の
岐
阜
聖
徳
学
園
大

学
教
育
学
部
教
授
上
垣
渉
氏
で
、

カ
ー
ド
に
書
か
れ
た
数
字
を
あ
て

る
ゲ
ー
ム
感
覚
の
楽
し
い
講
習
で

し
た
。
そ
の
講
習
の
中
に
も
数
字

の
見
方
を
変
え
る
と
計
算
も
簡
単

に
で
き
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
地
元
に
帰
り
、
塾
で

の
指
導
に
早
速
取
り
入
れ
、
成
果

を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
今
回
こ

の
よ
う
な
勉
強
の
機
会
を
与
え
て

い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

第
五
回
　
人
材
育
成
講
習
会
に
参
加
し
て

美
咲
地
区　

池
上　

修
生

　寒い時期に11月から３月まで、本当にご苦労さまでした。全珠連
52校　３年生2,994名　４年生24名合計3,018名でした。その中40校
からアンケートの回答が来ました。
１．授業内容について
　①こどもたち（児童）はどう感じましたか？
　　ア．新鮮に映って大変よろこんだ。�  92％
　　イ．あまり良い感じを持てなかったようだ。
　　ウ．どちらともいえない。�  8％
　②　こどもたち（児童）にわかりやすかったですか？
　　ア．わかりやすく児童もよく理解したと思う。�  85％
　　イ．あまり良く理解できなかったと思う。�  7％
　　ウ．どちらとも言えない。�  8％
２．そろばんボランティア指導について
　①　来年度実施した場合、希望されますか？
　　ア．来年度も希望する。�  93％
　　イ．希望しない。
　　ウ．未定　今後よく検討したい。�  7％
　②　時間数は何時間がよいと思われますか？
　　ア．２時間�  44％
　　イ．３時間�  32％
　　ウ．４時間�  24％
　先生方の感想の中に、練習すればするほど技能が高まり、自分の
力の伸びがわかりやすい分、子どもたちは、やる気を失うことなく、
終始楽しそうに授業を受けることができて、よかったという複数の
感想がありました。� 学対部

平成27年度ボランティア事業終了
小学校ボランティア
� ごくろうさまでした！

　

講
演
タ
イ
ト
ル
を
初
め
て
読
ん

だ
時
、
金
メ
ダ
ル
を
取
る
こ
と
と

計
算
が
ど
う
結
び
つ
く
の
か
が
不

思
議
で
し
た
。
た
だ
聴
い
て
い
る

内
に
金
メ
ダ
ル
を
取
る
た
め
に
本

番
の
日
を
想
定
し
て
「
食
べ
る
」

「
寝
る
」
と
い
う
普
通
の
こ
と
ま

で
練
習
す
る
こ
と
に
と
て
も
驚
き

ま
し
た
。
こ
れ
を
珠
算
に
置
き
換

え
る
と
、
検
定
や
競
技
大
会
に
な

る
の
だ
と
思
う
と
と
て
も
出
来
そ

う
に
な
く
只
々
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。

　

強
く
な
る
近
道
は
「
好
き
に
な

る
探
究
心
」
だ
と
谷
本
さ
ん
は
言

い
ま
し
た
。
そ
し
て
勝
つ
オ
ー
ラ

が
あ
る
時
は
「
自
然
体
で
あ
る
こ

と
、
そ
の
オ
ー
ラ
は
目
つ
き
で
変

わ
る
」
と
も
言
い
ま
し
た
。
確
か

に
塾
で
教
え
て
い
る
と
生
徒
自
身

が
分
か
っ
て
や
る
気
に
な
っ
て
い

る
時
は
目
が
イ
キ
イ
キ
し
て
い
ま

す
が
、
そ
う
で
は
な
い
生
徒
は
目

に
光
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
ど

う
や
る
気
に
さ
せ
る
の
か
が
私
の

仕
事
な
の
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、

ま
だ
未
熟
な
た
め
答
え
は
出
て
い

ま
せ
ん
。

　

こ
の
講
演
を
聴
い
て
改
め
て
生

徒
た
ち
に
ど
う
教
え
れ
ば
い
い
の

か
、
こ
れ
か
ら
ど
う
楽
し
く
学
習

さ
せ
れ
ば
い
い
か
を
考
え
る
、
と

て
も
い
い
機
会
を
い
た
だ
い
た
気

が
し
ま
す
。

第
六
十
二
回
全
国
珠
算
研
究
集
会

�

備
南
地
区
　
山
　
本
　
順
　
子

谷
本
歩
実
さ
ん
の
講
演
を
聴
い
て

（
於 

名
古
屋
市
）

　

第
十
五
回
毎
日
パ
ソ
コ
ン
入
力

コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
が
昨
年
十

二
月
十
三
日
（
日
）
に
江
戸
東
京

博
物
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
伊

藤
聡
志
君
（
岡
山
県
立
大
安
寺
中

等
教
育
学
校
二
年
生
）
は
三
年
連

続
で
出
場
権
を
得
て
参
加
し
「
計

算
の
部
」
で
全
国
第
三
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。

（
伊
藤
聡
志
君
の
感
想
文
を
掲
載

し
ま
す
）

　

僕
は
十
二
月
十
三
日
（
日
）
開

催
の
毎
日
パ
ソ
コ
ン
入
力
コ
ン

ク
ー
ル
全
国
大
会
の「
計
算
の
部
」

に
出
場
し
ま
し
た
。
今
回
で
三
回

目
の
出
場
で
す
。
過
去
の
二
回
は

タ
イ
ム
を
重
視
し
す
ぎ
て
満
点
を

逃
し
納
得
で
き
る
成
績
を
上
げ
る

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

回
は
正
確
さ
を
求
め
て
丁
寧
に
し

て
満
点
を
取
る
こ
と
を
目
標
に
し

ま
し
た
。

　

大
会
は
江
戸
東
京
博
物
館
の

ホ
ー
ル
の
壇
上
で
多
く
の
人
々
の

目
の
前
で
競
技
す
る
事
に
な
り
、

と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
そ
の
緊

張
の
あ
ま
り
最
初
の
一
問
目
を
打

ち
間
違
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
落

ち
着
い
て
そ
れ
を
訂
正
し
、
そ
れ

以
降
、
順
調
に
競
技
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
タ
イ
ム
は
納
得
い

く
結
果
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

地
区
だ
よ
り

三
年
連
続
出
場
！

「
毎
パ
ソ
」全
国
大
会
に
出
場

が
し
っ
か
り
と
満
点
を
取
る
こ
と

が
で
き
、
三
位
入
賞
す
る
こ
と
が

出
来
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

今
回
の
大
会
で
は
「
丁
寧
に
す

る
」
と
い
う
目
標
を
立
て
た
こ
と

が
良
い
成
績
を
得
る
こ
と
が
出
来

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
、
全
国
大
会
に
出

場
出
来
た
時
は
今
回
の
順
位
よ
り

上
位
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

備
南
地
区
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広
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か
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●競技大会の写真掲示
　期間　５月23日（月）～６月24日（金）
　場所　�支部事務所
　　　　�希望者にはCDの貸出をいたし

ますのでご利用下さい。

●岡山県支部ホームページ
　更新されていますのでご覧下さい。


